
旅行業再生戦略会議 ５つの提案



レジリエンス機能 概要

管理・運用
観光業共通

プラットフォーム

指示

管理事務局

観光庁

宿泊施設A 宿泊施設B

旅行会社A 旅行会社B 旅行会社C

登録画面

災害発生時も通常
の管理画面から対

応可能

①震度５強以上（例）や台風による風水害発生時に、観光庁からの指示をきっかけにJATAより
対象エリアにある宿泊施設に対して、被害情報登録を促す。
②宿泊施設にて、被害情報を登録する
③登録された被害情報を旅行会社で参照できます。

スマートフォン画面イメージ
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観光関連施設情報データベース機能

観光業共通
プラットフォームJATA

管理事務局

宿泊施設A

旅行会社A 旅行会社B 旅行会社C

宿泊施設B

施設情報確認

ユーザー・権限管
理

施設へデータ提供

施設情報登録

API連携

施設情報登録画面

メール配信システム参考画面
Copyright © RAKUS Light Cloud Co., Ltd. All rights 
reserved.

JATA-IDと旅行会社ID
の変換システム構築

旅行会社のIDでJATA施
設情報を呼び出すこと

が可能

APIなどで
情報提供可能

様々な利用方法を想定

観光施設A

①宿泊事業者様 観光事業様にて自施設の基本情報（部屋数 客室タイプ 風呂 食事場所 アメニティ等）
の最新情報を登録いただく。情報はゼロからでなく既存の情報に変更があるもののみの登録とする。
②登録された施設情報を旅行会社で検索・参照することができる。旅行会社のシステムに取りこみを希望
する場合は、ＡＰＩ等のインターフェースを用意する。
③固定的な情報だけでなく、期限を持った情報（露天風呂改装や紅葉ライトアップ実施中等）の情報も登録
でき、旅行会社で参照、または取りこむことができる。

APIの仕様書は項目確定後即提供いたします。
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管理・運用

観光業共通
プラットフォーム

管理事務局

宿泊施設

施設毎
の情報

部屋数・部屋タイプ
アメニティ・眺望
宴会場 風呂等多項目な情報

初期情報登録（＊大半の施設は初期情報を予め登録）

情報登録依頼

情報加筆・修正依頼

情報登録

情報督促・項目入力督促

変動情報（期限がある情報）登録

・登録施設管理
・情報項目チェック
・情報更新チェック
・施設への連絡
登録督促
内容確認

・システム保守/メンテナンス
・セキュリティー対応

旅行会社

自社ホームページ等

手作業登録

参照

自社システム

旅行会社

APIによる自動取り込み ◎
旅行会社はプラットフォーム上に
ある施設情報を参照・取り込むだけ！

または、
CSV出力

この部分の業務が不要となります。
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専
任
体
制
で
業
務
遂
行

JATA 共通プラットフォーム 管理・運営体制


